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異常発熱を監視して熱トラブルを防止

近年の動力盤は小型化、高密化が進んでいます。
しかし、制御盤の表面積が小さくなったことにより、
外部への放熱力が低下し、異常発熱による故障が懸
念されます。

設置形の熱画像センサ TP-L は、温度を面で捉え、
異常発熱箇所を特定し、熱トラブルを防止できます。

警報接点出力を装備。
監視中は PCを取り外すことができます。

おすす
め

止

例）盤内の熱画像

ＳＳＲ、ＳＣＲを複数台使用した動力盤等の異常温度を監視します。
劣化や異常発熱を早期発見することで、適切なメンテナンスを実施でき、故障を未然に防ぎます。

（画像はイメージです）




